
Bilateral Simultaneous Cavernous Sinus Samplingが
確定診断に有用であった Cushing病の１例
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　要旨：Cushing病の大部分は下垂体のマイクロアデノーマによるものであり，画像による局在診断は困難
なことがある．近年，Cushing病に対する海綿静脈洞サンプリングによる局在診断が可能となり，良好な手
術成績が報告されている．59歳男性，2型糖尿病，高血圧で近医にて加療されており，赤ら顔の増悪が見ら
れた．内分泌学的検査及び頭部MRIにて Cushing病が示唆された．選択的静脈洞サンプリングを施行し，
右海綿静脈洞部からのサンプリングデータにおいて ACTHの高値を認め Cushing病の診断となった．内視
鏡下経鼻的蝶形骨洞的下垂体腺腫摘出術を施行し，劇的な病態と症状の改善を認めた．海綿静脈洞からのサ
ンプリングは Cushing病の診断において有用な検査である．
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